
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月の予定 10 月の予定 

1 木 
交通立番、読み聞

かせボランティア

来校 

16 金 クラブ活動 1 土   16 日 
  

2 金 
夏休みの作品展 

視力検査   
17 土   2 日   17 月 

委員会活動⑧

（後期） 

3 土   18 日   3 月 
クラブ活動⑥（後

期） 
18 火 

AET 来校 

4 日   19 月 敬老の日 4 火 
AET 来校、スクー

ルガードリーダー

来校 

19 水 
児童朝会 校内

研修 

5 月 委員会活動 20 火 AET 来校 5 水 
学校朝会、祖父母

参観②③、校内研

修 

20 木 

祖父母参観、読

み聞かせボラン

ティア、検尿 2

次 

6 火 AET 来校 21 水 
交通安全運動～

交通立番、陸上

記録会(6 年) 

6 木 
読み聞かせボラン

ティア来校 
21 金 

検尿 2次 

7 水  22 木 
陸上記録会予備

日、交通立番 
7 金   22 土 

丹後小学生駅伝 

途中ヶ丘 

8 木 
 

23 金 秋分の日 8 土   23 日 
  

9 金   24 土   9 日   24 月 
児童総会、にこ

にこカー受取 

10 土   25 日   10 月 体育の日 25 火  

11 日   26 月 
委員会活動、交

通立番、にこに

こカー受取 

11 火  26 水 
 

12 月 

オープンスクール

（児童劇『かかし

座』公演、授業参

観②） 

27 火 交通立番 12 水 
学校朝会、校内マ

ラソン大会、町図

書返却・貸出 

27 木 

 

13 火 
AET 来校、久美浜図

書館団体貸出 
28 水 交通立番 13 木 児童会選挙 28 金 

  

14 水  29 木 交通立番 14 金 交通立番 29 土 
丹後小学生駅伝

予備日 

15 木 
読み聞かせボラン

ティア来校 
30 金 

クラブ活動⑤ 

交通立番 
15 土   30 日 

  

 31 月  

            安全についての指導 

アメリカの損害保険会社の調査部にいたハインリッヒ氏が発表した論文がもととなっている、1：29：

300 の法則。一つの重大な事故の裏には 29 の軽微な事故があり、さらにその裏には 300 の事故寸前の「ヒ

ヤリハット(ヒヤリとしたり、ハッとする危険な状態)」があるというもの。労働災害の事例から導き出

された比率であるものの、あらゆる事(家庭や学校での命に係る事故等)にも当てはめることができると

言われています。重大な 

事故の発生を防ぐためには、ささいなミスや不注意などを 

見逃さず、その時点で対策を講じる必要があることをこの 

法則は、私たちに教えてくれています。家庭でも、学校で 

も命に係るようなドキッとする事象が起こったときには、 

毅然とした態度で子どもたちに指導していく必要がありま 

す。その部分がなくなると、やがて取り返しのつかない大 

きな事故につながることを忘れずに。 

 

学校教育目標 一人ひとりに確かな学力をつけ、豊かな心を育てていく学校 

めざす児童像  「自分の力と可能性を信じて一生懸命努力し、伸びゆく佐濃っ子」 

◇粘り強く考える子        ◇失敗を恐れず挑戦する子  

◇明るく感謝の気持ちが表せる子  ◇進んで体を鍛える子 

 

平成 23 年 8 月 29 日 No.6 

たくさんの挑戦のチャンスを生かして充実した２学期に！（２学期式辞より） 

                             校 長  岡 井  龍 彦  

 長い夏休みが終わり、今日から２学期が始まりました。夏休み中は、自分で学習の時間や遊

ぶ時間などを決めて、家族や地域の人と生活する時間がたくさんありました。普段は、時間が

なくてできないようなことも、長い時間をかけて自由研究したり、読書に取り組んだりできる

良い機会になったことと思います。こうして、児童の皆さん、そして先生方と元気に２学期を

始められることを、とてもうれしく思います。 

 この夏休み中、とても悲しい出来事がありました。それは、京丹後市内の小学生が、海水浴

にいっていて波にさらわれ、おぼれてなくなるということです。楽しいはずの夏休み、そして

海水浴が、とても悲しいことになってしまいました。亡くなった命は、もうかえってくること

はありません。皆さんと一緒に、ご冥福をお祈りしたいと思います。そして、この亡くなった

お友達の分も、一生懸命に生きて、一つしかないかけがえのない命を大切にすることを全員で

誓いあいたいと思います。 

 さて、２学期は、自分に挑戦するチャンスがとてもたくさんあります。ぜひ、積極的に挑戦

して、新しい自分の力を発見してほしいと思います。例をあげると、夏休み自由研究発表会（９

月）・陸上記録会（９月）・校内マラソン大会（１０月）・学習発表会（１１月）など、文化面・

スポーツ面での大きな取組がたくさんあります。また、学習の中で取り組んだ作品を、読書感

想文のコンクールへの応募や全国絵画展への応募など、全国で取り組まれる大きなコンクール

へ出品するということもします。いろいろな場で、自分の目標を立て、自分の力を試し、どん

どん新しい自分の力に挑戦してください。自分から挑んだことは、きっと大きな自信を君たち

に与えてくれると思います。「これくらいでいいや。」とか「自分は苦手だから無理だ。」などと

はじめからあきらめることなく、少しレベルの高い目標に向かって努力してみましょう。「ぼく

もやればできるんだ。」とか「わたしも、こんなに力が出せた。」など、学校生活での財産が一

つでも多くできるように先生たちはしっかり応援します。 

 さあ、このような２学期にするために、３つのことを意識してほしいと思います。 

（１） 時間や時刻を意識した行動をして、「今、何をするときか。」を考えて活動しよう。 

（２） 取組一つ一つに対して、少しレベルの高い目標を掲げ、こつこつと努力を積み上げよう。 

（３） 学級や全校で取り組むことに対して、自分の精一杯の力で協力し、みんなでつくり上げ

た喜びを味わおう。 

 最後に、２学期は、グラウンドにプレハブの校舎の建築が行われます。 

工事中は、安全に十分注意して、けがや事故がないようにしたいと思い 

ます。そして、皆さんがこの校舎で学ぶ最後の学期となると思います。 

この思い出の校舎でしっかりとした学びができるよう一生懸命がんばり 

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ７月２６日に、６年生の海岸水泳を蒲井海 

水浴場で実施しました。 

当日は、それまでの数日間の不順な天候の 

影響もあって、水温はやや低めでしたが、波 

は全くなく、海岸水泳にはベストコンディシ 

ョンとなりました。 

 平日にもかかわらず、多くの保護者の皆さんにも参加していただき、安全確保のための側泳

やボートでの監視、ゴールの後の湯茶の準備等の協力をしていただきました。 

 そうしたお家の方のバックアップもしっかりと感じながら、子どもたちは初めての海での長

い距離の泳ぎに立ち向かいました。それまでのプールでの練習の成果をしっかりと発揮し、全

員が自分の持てる力をすべて発揮し、泳ぎきることができました。 

 この行事は、本当に保護者の皆さんの協力がなければ成り立たないものです。無事に終えら

れたのも保護者の皆さんのおかげです。ありがとうございました。そして６年生、本当によく

がんばりました。 

 

 

 

 

 ７月号でもお知らせしましたが、９月１２日に本年度の第１回目の「オープンスクール（学

校地域開放日）」を実施します。主な内容は以下の通りです。ぜひ忙しい中ですが、発表会の参

観や午後からの『かかし座の公演』の参観をよろしくお願いします。 

 保護者の皆さんには、お家のおじいさんおばあさんにも声をかけていただいたり、地域の知

り合いの方にも声をかけていただけたらありがたいです。 

《第１回オープンスクールの主な予定》 

全体会（９：００～９:２５）・・・３階和室 

自由研究・絵日記発表会（９:３０～１０:２５） ※各学年の代表が発表 

劇団かかし座「アラジンと魔法のランプ」公演（１３：５０～１５：３０） 

・公演１４：００～１５：３０（休憩、挨拶等を含む）                      

 

 

 夏休み入って直後の 7月 21,22 日に宿泊体験学習を 5年生が『かぶと山園地』で行いました。 

 1 学期末から各係を中心に準備を進め、本番に備えてきた５年生。 

当日は、係の人や引率の先生方の指導のもと、テントを張り、 

みんなで決めた遊びを行い、夕方からはカレー作りに挑戦しまし 

た。現地で用意してもらった薪が水分を含んでいたこともあって、 

火をおこすのに大変苦労しましたが、それでもみんなで力を合わ 

せ、予定より尐し遅めの夕食をおいしくいただきました。 

 その後は、お家の人も入ってのキャンプファイヤーを楽しみ 1 

日目を終えました。  2 日目の朝は、きちんとラジオ体操も行い、 

朝食も食べて後片付けも行い、学校へ無事帰ってくることができ 

ました。 

 後日、かぶと山園地の方 

から、後片付けがとてもき 

ちんとしてあったとおほめ 

の連絡もいただきました。 

5 年生にとってとても充実し 

た 1泊２日となりました。 

 

                       

 

 

 2 学期のスタートに当たって、佐濃小学校では 1学期の成果を踏まえて、さらに改善ができるであろう

ポイントに迫っていくことを学校全体で取り組んでいきたいと考えています。 

 これまでから、『佐濃小学校のかがやき』の内容として何回も伝えてきましたが、佐濃小学校の子ども

たちは、「朝会での全校的な動きのすばらしさ」が、伝統となりつつあります。チャイムとともに各学級

で素早く並び、静かに体育館に集合し、きちんと先生方の話される内容を聞いたり、各委員会の発表を堂々

としたりできる力を身に付けてきました。この力は、運動会等の学校行事などでも発揮され、高学年を中

心に立派な行動がとれるようになっています。 

 このような力を身に付けている子どもたちなのに、1学期の学校での評価の中では、中間休み、掃除後

の学習のとりかかりの遅さや下校時の集まりの悪さなどの課題が出されました。当然子どもたちの課題

は、学校としての指導の課題でもあります。朝会の時にはきびきびした行動ができるのですから、できて

いない場面においての指導や啓発が十分ではなかったのではないかと振り返り、2学期早々からどの学年

でももれなく指導の意識を持ってもらい、そうした場面でも時間のけじめをつけることは当たり前だと子

ども達が思えるようになるまで指導を進めていきたいと考えています。 

 また、時間のけじめをつけるためには、子どもたちの意欲が下がっていてはなかなか達成できません。

意欲は生活の規則正しいリズムから生まれてきます。学校でのけじめある生活をさらに高めていくために

家庭での休みモードから学校生活のリズムへの切り替えを円滑にできるよう家庭でも協力をよろしくお

願いします。 

 

  25 日には、老人会の皆さんに樹木の剪定を暑い中お世話になり、ありがとうございました。また 28

日には保護者の皆さん、5,6 年のみんなにも、学校の環境整備に協力をいただきました。2 学期のスタ

ートを気持ちよく切ることができました。本当にありがとうございました。 


